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大会実施要項 

 

 

 

本要項に基づき大会を実施致しますので、記載内容を踏まえて稽古・審査等を

計画頂き、各種目にエントリーして下さい。なお、「種目別出場選手申込書」等の

提出締め切りを厳守の上、積極的に参加されますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 会 会 長   工藤 善己 

大会実行委員長   春日 世生 

大会実行副委員長  本田 拓馬 
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（１）大会運営・進行概要  
 

１．主催と後援 

   主催：ＮＰＯ法人  日本躰道協会 

   後援：スポーツ庁・東京都（予定） 

 

２．開催日時 ： 平成３０年１０月６日（土） 

 

３．  会場 ： 東京武道館 

   〒１２０－０００５ 

   東京都足立区綾瀬３－２０－１    TEL：０３－５６９７－２１１１ 

   ＪＲ山手線「西日暮里」で東京メトロ千代田線に乗り換え「綾瀬」で下車 

 

４．集合時間・場所 入館時間      

 集合時間 入館時間 集合場所 

大会役員 午前７：５５ 午前８：００ 東京武道館 

正面入口 出場選手 午前８：１０ 午前８：１５ 

※ 大会役員、選手共に入館５分前の集合となります。点呼、注意事項伝達等は、入館後に

アリーナで行いますので、集合後、開場したら順次入館するようにして下さい。 

 

入館後は更衣室や観覧席にて速やかに躰道着に着替え、午前８：３０までに競技コートに集合してくだ

さい。選手全員で準備体操を行った後、諸注意事項の伝達を行います。 

競技コートに上がるときや練習を行うときは、ウィンドブレーカーなどの上着を必ず脱いで実施してく

ださい。 

 

５．選手変更受付 

 個人種目出場選手の変更は一切できません。 

団体種目出場選手の変更は、大会前日設営時の１０月５日（金）１９：００までに大会会場にて実行委

員長に連絡して下さい（厳守）。また、選手変更によって出場することになった選手が、他の競技にエ

ントリーしていない場合または補欠のみのエントリーであった場合は、基本出場費（￥4000／1 名）が

別途必要となりますので、大学名および変更選手名を明記した封筒に必要な金額を入れて、提出してく

ださい。 

但し、新人団体法形競技のみ選手変更に関わる基本出場費の別途徴収はいたしません。 

なお、それ以降の選手変更は、後述の補欠制度適用の場合を除き、一切認めませんので、注意してくだ

さい。 
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６．競技開始 ： 午前９時００分（予定） 

 体操終了後、「競技スケジュール」の一番初めに開始する種目に出場する選手は指定された競技コー

トへ集合し、選手係の点呼を受けるとともに指示に従ってください。 

 その後の競技に出場する選手は、それぞれの競技の開始予定時刻の１０分前までに集合してください。

但し館内放送があった場合には、その指示に従ってください。 

 

 複数種目出場選手で、競技時間が団体種目と個人種目で重複した場合、原則として団体種目よりも個

人種目を優先させ、団体種目で重複した場合には１番目に実戦・２番目に法形・最後に展開の順で出場

してください。但し、競技コート役員から別途指示があった場合は、上記の優先順位に係わらず、その

指示に従ってください。また、競技種目が重複し他のコートへ移る場合は、当該競技コートの選手係に

その旨を報告し、了解を得てください。 

 

７．開会式 ： 午後１時００分～午後１時３０分（予定） 

   点呼終了後、役員の指示に従って前年度の総合優勝校を先頭に北海道地区から順次整列してくだ

さい。前年度総合優勝校の代表者は、総合優勝旗・総合優勝杯を返還した後速やかに所属大学の列

に並んでください。 

 

８．閉会式 

   全競技終了後、役員の指示に従って開会式でプラカードを持った選手が所定の位置についた後、

開会式と同様に整列してください。 

 

９．表彰式 ： 閉会式の中で、全種目の表彰を行います。 

（１） 総合成績・・・・・・・総合優勝校には、総合優勝旗・総合優勝杯（持ち回り用）・賞状を贈呈

します。総合第２位、第３位の大学には、賞状を贈呈します。 

（２） 団体種目・・・・・・・優勝チーム・第２位のチーム・第３位のチームいずれにも賞状を贈呈

します。選手にはメダルを贈呈します。 

（３） 個人種目・・・・・・・優勝選手・第２位の選手・第３位の選手のいずれにも賞状・メダルを

贈呈します。 

（４） 最優秀選手・優秀選手・・・賞状・盾を贈呈します。 

（５） 技能賞・・・・・・・・賞状を贈呈します。 

 

１０．会場の撤去 

   閉会式終了後全員で会場の撤去を行いますので、会場近郊の各大学の主将は全員速やかに協力す

るよう指示してください。大会進行役員は、それぞれが使用した備品をチェックし収納ケースに保

管すると共にその他の備品類の梱包・搬出作業をしてください。 
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（２）競技について  
 

１．競技種目と出場枠   

＊資格から外れている選手の出場は一切認めませんので、間違いのないよう確認をお願い致します。 
 

競技種目 出場枠 出場資格 注意事項 
選手

変更

男子個人実戦競技 ２名 初段以上の男子 
面ピット（選択可）※5・プロテクター着用

試合時間 2 分（予選･決勝全て） 
不可

女子個人実戦競技 ２名 初段以上の女子 
面ピット（選択可）※5・プロテクター着用

試合時間 2 分（予選･決勝全て） 
不可

男子個人法形競技 ２名 原則として初段以上の男子※１ １・２回戦：運体 ３回戦：自由※４ 不可

女子個人法形競技 ２名 原則として初段以上の女子※１ １・２回戦：運陰 ３回戦：自由※４ 不可

男子団体実戦競技 １チーム 原則として初段以上の男子※１
１チーム５名※2 面ピット（選択可）※5 
プロテクター着用・試合時間 2 分（予選･決勝全て）

可 

女子団体実戦競技 １チーム 原則として初段以上の女子※１
１チーム５名※2 面ピット（選択可）※5 
プロテクター着用・試合時間 2 分（予選･決勝全て）

可 

男子団体法形競技 １チーム 原則として初段以上の男子※１
１チーム５名、男女混合不可 
体の法形から自由 

可 

女子団体法形競技 １チーム 原則として初段以上の女子※１
１チーム５名、男女混合不可 
陰の法形から自由 

可 

男子団体展開競技 １チーム 原則として初段以上の男子※１
１チーム６名、男女混合不可 
背番号着用 

可 

女子団体展開競技 １チーム 原則として初段以上の女子※１
１チーム６名、男女混合不可 
背番号着用 

可 

新人団体法形競技 ２チーム※3 
平成30年4月以降に躰道部に

入部した 5 級以下の男女 
１チーム５名  
旋体・旋陰から選択 

可 

 
※１：「原則として初段以上」とは、監督の推薦があれば下記の級位も出場可とするという意味です。

但し、出場種目申込み時に、「種目別出場選手申込書」のエントリー情報欄に監督推薦者であ

ることがわかる様チェックを入れるとともに、各大学の監督は同申込書及び本要項の内容を確

認し、提出を承認することを「書類確認・提出承認書」の提出により明示してください。 

なお、監督推薦は人数不足などの理由で出場させるのではなく、あくまで原則規定している出

場資格に相当する実力を有している選手に限り、推薦するようお願いします。 

＜監督推薦の基準＞ 

９月６日（木）までに下記の級位を取得しているものに限る。（見込み不可） 

競技種目 監督推薦出場資格 

個人法形 監督推薦により２級以上も可 

団体法形 監督推薦により４級以上も可  

団体展開 監督推薦により４級以上も可 

団体実戦 監督推薦により１級以上も可 
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※２：団体実戦競技においては原則として１チーム５名ですが、３人以上でエントリー可とします。 

 

※３：新人団体競技においては、最大２チームまで出場可能です。 

このとき、旋体チームには３人以上男子選手・旋陰チームには３人以上女子選手をメンバーに入

れてください。補欠選手により選手構成が変化する場合もこれを守ってください。前述の規定内

であれば出場するチーム数を問わず、体・陰の指定はありません。 

なお、2 チーム出場の場合、同一選手が 2 つのチームに重複して出場することはできません。 

 

※４：個人法形競技の指定種目は１・２回戦＝「運」、３回戦以降 自由 です。 

 

※５：面ピットは男女共に着用を選択できるものとします。ただし、団体実戦で監督推薦により級位の

選手が出場する場合は、男女共に必ず面ピットの着用を義務付けるものとします。 

また、初段以上の選手でも、当該選手の実戦競技の経験や実力を鑑み、各大学の指導者の責任に

おいて面ピットの着用有無を判断頂く様、お願い致します。 

 

 

 

２．出場資格と制限 

（１）出場資格 

① 日本躰道協会に登録されている大学・短期大学の躰道部の部員で、平成 30 年 9 月分（第 2 期）

までの協会費が登録時より継続的に支払われていること、「正会員」は平成 30 年度までの正会

員費が継続的に支払済みであること。 

② 看護学生、医学部 5・6 年生、留学生については、躰道部のある大学に学舎を持ち、同大学の

躰道部員として活動し、上述の規定を満足する者は出場を認める。 

③ 一般道場生については、協会費または正会員費を納入している学生であることを条件に、個人

種目に限り出場を認める。なお、学生の定義は、学校教育法における高等教育機関のうち以下

に在籍している者とする。 

 4 年制大学の 1～4年生 

 6 年生制大学（医歯薬・獣医学部）の 1～6年生 

 短期大学の 1～2年生 

 高等専門学校の 4,5 年生（短大生扱い） 

④ 以下の者は、本大会の学生の定義外とし、出場を認めない。 

 4 年生大学の大学院生 

 高等専門学校の 1～3年生（高校生扱い） 

 学校教育法における専修学校の在籍者（いわゆる専門学校生） 

 教育機関のうち、通信制大学のみに在籍する者 

 教育連携制度等により『通信教育生』として③の高等教育機関に入学し、教育を受け

ているもの。 



第 52 回全国学生躰道優勝大会 大会実施要項 Rev.0 

- 5 - 

 ①～③の規定を満足しているが、③に規定する高等教育機関に初めて入学した後の経

過年数が 6年を超える者。（7年目の留年生・別の大学に入学し直した場合など） 

 留年等により標準的な教育機関在籍年数を超過した者。（4年生大学の 5,6 年生等） 

 ①及び②に規定する躰道部員については、初めて躰道部員として活動する高等教育機

関に入学した時点を始期とし、その後の経過年数が 6 年を超える者。また、一般道場

生については、③に規定する高等教育機関に初めて入学した時点を始期とし、その後

の経過年数が 6年を超える者。（7年目の留年生・別の大学に入学し直した場合など） 

 

（２）出場制限 

  １人３種目までとし、これに違反した場合は該当選手の出場種目すべてについて失格となります。 

 「（３）推薦選手枠」に該当する選手にも、この出場制限が適用されるので注意してください。 

 

（３）推薦出場枠 

  前年度個人種目ベスト３選手のうち、今年度大会も出場資格を有する場合は、出場枠とは別に実行

委員会の推薦で出場できます。 

 

（４）補欠制度 

  全ての団体種目に関して、大会途中怪我などによる棄権者がでた場合、申し込み時にエントリーさ

れている補欠者各 1 名を出すことができる制度。補欠も１種目とするため、補欠種目も含め３種目が

上限となります。 

 ＜補欠適用条件＞ 

・競技中の怪我によりドクターストップが下され、申し込み時よりエントリーされた補欠者がいる

場合のみ、次の試合より変更可能。 

・変更の際は、各コート責任者に必ず報告し、本部で承認されてからの変更となる。 

・一度補欠を適用した後は、元の選手が回復したとしても戻すことはできません。 

＊ ドクターストップが下された場合はいかなる理由でもその後の試合には参加できません。 

ドクターの判断を無視した場合は、全ての競技の得点が無効となりますので注意してください。 

 

（５）棄権・ドクターストップ・補欠制度等について 

  全競技種目における、棄権・ドクターストップ・補欠制度等については、日本躰道協会審判局か

ら２０１４年９月５日付で発行された同内容の通知書（本要項にも添付）に従うものとします。但

し、同通知書と本要項の記載内容に差異がある場合は、本要項の内容を優先するものとします。 

 

（６）注意事項 

  全ての競技種目において、出場資格と制限から逸脱して競技に出場していることが発覚した場合、

故意または過失に係わらず、当該選手の所属する大学が出場する全ての競技の得点が無効となります

ので、注意してください。 
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３．選手の遵守事項 

（１） 出場選手は「躰道五条訓」を練習しておいてください。 

 

（２） 大会当日には、学生証・「健康保険証」を必ず持参してください。持参せずに写しで治療を受け

る場合、一部の病院では医療費の全額支払いを求められる場合があります。 

なお、大会に出場した選手は、実行委員会の手配にて保険に加入頂きますので、大会中の怪我

による治療に対して保険申請を行いたい場合は、実行委員会までご連絡下さい。 

 

（３） 出場選手は日本躰道協会公認の躰道着を着用してください。躰道着の左右の上腕部に大学名や

個人名を入れることや、一般的な常識範囲内のマークを取り付けることは認められています。 

 

（４） 出場選手は、躰道着の背面部に所属する大学名のゼッケンを必ずつけてください。ゼッケンの

無い選手の出場は認めませんので注意してください。 

なお、ゼッケンの大きさは、縦７ｃｍ×横２０ｃｍとし、白い布地に黒字（漢字）とします。 

 

（５） 団体展開競技に出場する選手は躰道着の背面部に背番号のゼッケン（主役＝主・旋技＝１・運

技＝２・変技＝３・捻技＝４・転技＝５）を、必ず取り付けてください。 

なお、背番号ゼッケンの大きさは、約２０ｃｍ四方とし、白い布地に黒字とします。 

 

（６） 実戦競技に出場する選手は、指定プロテクターを必ず躰道着の下に着用してください。また、

面ピットは男女ともに着用を選択できるものとし、着用する場合は、日本躰道協会公認の面ピ

ットを着用してください。ただし、級位選手が実戦競技に出場する場合は、面ピットを必ず着

用してください。なお、プロテクターは１階競技会場に入場する前に着用し、会場での取り付け

は一切しないようにお願いします。 

※ 面プロテクターについて、怪我等の理由によりドクターからの特別な指示がある場合は、

事前にご連絡ください。実行委員会及び日本躰道協会審判局で検討させて頂きます。 

 

（７） 出場選手は、自身の段級位に合致した帯を着用してください。 

 

 

 以上の規定に違反すると失格となりますので、注意してください。 

  

更に、以下の場合も出場できないので注意してください。 

・躰道着の背面部に、所属大学名又は背番号のゼッケン以外の物を取り付ける。 

   ・故意に団体展開競技の番号に、団体・大学名を入れる。 

   ・左胸部の「躰道」のマークを他のものに替える。 

   ・袖口や袴を、短く切ったり捲ったりする(中段構えの際に、肘が出たりふくらはぎが出てい

るものは違反と見なします)。 
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４．競技の判定 

   本院公認審判（研修生も含む）に審判を依頼し、「審判規定」に則って各競技の判定を行います。

各競技の結果に従って、「総合成績※１」「最優秀選手・優秀選手※２」「技能賞※３」を決定します。 

※ １「総合成績」 

総合成績は、各種目の入賞得点を下表の通りとし、大学単位で合計得点の高い順に表彰します。 

順位別得点表 （点） 

 優勝 ２位 ３位 ４位 

団体種目 １０ ６ ３ １ 

個人種目 ７ ４ ２ １ 

同位の場合には、優勝→２位→３位→４位の順で多い方を上位とし、それでも同位の場合は、団

体競技種目での入賞が多い方を上位とします。 

 

※ ２「最優秀選手・優秀選手」 

最優秀選手は１名、優秀選手は２名を上限として、大会会長・審判審議長・審判長の協議によっ

て選出・決定します。なお、試合の状況により、該当選手がいない場合もあります。   

 

※ ３「技能賞」 

今年度のテーマである『運技』の優れた選手１名・もしくは団体１チームを大会会長・審判長の

協議によって選出・決定します。なお、試合の状況により、該当選手がいない場合もあります。 
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（３）関係書類の提出と大会出場費の納付  
 

１．提出すべき関係書類と作成者 

 

２．提出期限 

・(３)(４)については、平成３０年８月３０日（木）午前中 必着にてメールにて連絡・提出をして

下さい。 

・(１)(２)の書類は、平成３０年９月６日（木）午前中 必着にて提出して下さい。 

＊提出期限が過ぎた場合は出場を一切認めませんのでご注意ください。 

 

３．提出先 

・(１)の書類（Excel データ）及び(３)(４)の提出・連絡は、全てメールで taido.univ@gmail.com ま

でお送り下さい。 

・(２)の書類は、監督の署名・捺印とともに下記宛に郵送（必着）・FAX するか、署名捺印済みの

同書類を PDF にして、メールで taido.univ@gmail.com までお送り下さい。 

〒１６４－００１１ 

東京都中野区中央５丁目３８番１３号エスエス１０ Ａ７０２ 

ＮＰＯ法人 日本躰道協会 大学委員会 

ＴＥＬ：０３－５３４２－２３２２ 

ＦＡＸ：０３－５３４２－２３２１ 

 

№ 書類名称又は連絡内容 作 成 者 備 考 

(１) 
種目別出場選手申込書 指導者又は学生代表者 データ（Excel）提出 

昼食弁当注文数量 学生代表者 希望団体のみデータに入力し提出 

(２) 書類確認兼提出承認書 各大学監督 郵送・Fax・PDF（メール）で提出 

(３) 各大学躰道部の紹介文 学生代表者 メール連絡（写真は JPEG データ） 

(４) 各大学躰道部の写真 学生代表者 データ（JPEG）提出 
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提出書類・必要連絡内容 一覧 

 

（１）種目別出場選手申込書   ＜Excel データ提出＞     提出期限：９月６日午前中 必着 厳守 

出場規定をよく確認し、所定の事項を入力して、Excel データにて提出してください。 

    ＊申込み〆切時点で、出場資格を満たしていない者の出場は一切認めません。 

Excelデータは複数のsheetになっています。個人種目出場者の各地区大会入賞実績等がある場合

も、同データに入力して提出をお願い致します。 

また、種目別出場選手申込書には、昼食弁当注文数量入力欄があります。大会当日の昼食弁当を

希望する団体は必要数量を入力の上、提出して下さい。なお、昼食代金（１食７００円×必要数

量）は大会出場費の納付指定口座へ平成３０年９月６日（木）までに振り込んで下さい。 

昼食代金の振込の際は、大会出場費とは別に大学単位で人数分振り込んでください。また、名前

変更ができる場合は、振込者名の前に弁当の「べ」を記入してください。 

振込が完了したら、振込金額と振込日を実行委員会のメール宛（taido.univ@gmail.com）に連絡

してください。 

 

（２）書類確認兼提出承認書  ＜郵送・FAX・PDF 提出＞提出期限：９月６日午前中 必着 厳守 

監督が本要項の内容とそれに従った種目別出場選手申込書となっていることを確認・承認した上

で、署名・捺印をし、郵送もしくはＦＡＸにて送付するか、PDF にてメールでお送りください。 

 

（３）各大学躰道部の紹介文  ＜メール連絡＞            提出期限：８月３０日午前中 必着 厳守 

プログラム上で各大学躰道部の紹介を記載しますので、下記内容をメールにてご連絡下さい。形

式は、下記内容がわかれば特に問いません。（メール本文でも可） 

・ 団体名 

・ 部員数 

・ 部長 氏名 ※学生の代表者ではありません。各大学の部長先生のお名前を御連絡下さい。 

・ 監督 氏名 

・ 監督補 氏名 

・ コーチ 氏名（２名以内） 

・ 主将 氏名 

・ ホームページアドレス 

・ 紹介文（１２０字以内） ※１２０字を超えている場合は、実行委員会で適宜削除します。 

 

（４）各大学躰道部の写真   ＜データ提出＞               提出期限：８月３０日午前中 必着 厳守 

プログラム上で掲載致しますので、データ（JEPGデータ）で提出して下さい。 

写真は集合・整列したもとし、可能であれば、躰道着着用で監督の先生方と一緒に写っているも

のにしてください。 
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４．大会出場費の納付 

よく理解して納金するようにしてください。なお、推薦枠で出場する選手の種目費（個人競技）は

必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各大学が出場する種目の枠を要項の上限にしたがってエントリーします。 

（例）個人競技４種目、団体競技として団体法形２チーム・団体展開１チームのエントリーをし、

エントリーした選手総数が１５人の場合 

・基本出場費（Ａ）＝＠４，０００×１５＝￥６０，０００ 

・種目費（Ｂ）＝＠１，０００×４＋＠５，０００×２＋＠６，０００×１＝￥２０，０００ 

・納金金額（Ａ＋Ｂ）＝￥６０，０００＋￥２０，０００＝￥８０，０００ 

なお、選手一人当たりの支払う金額は各大学で精算していただきます。 

 

※ 棄権による返金は一切ありません。 

※ 前日の選手変更によって出場することになった選手が、他の競技にエントリーしていない場合また

は補欠のみのエントリーであった場合は、基本出場費（￥4000／1 名）が別途必要となりますので

注意してください。 

但し、新人団体法形競技のみ選手変更に関わる基本出場費の別途徴収はいたしません。 

※ 補欠のみのエントリーについては、基本出場費は不要です。 

 

大会出場費は平成３０年９月６日（木）までに下記口座へ振り込みで納付して下さい。 

＜銀行振込の場合＞ 

ゆうちょ銀行：〇一九店（ゼロイチキュウ店） 店番 ０１９ 

預 金 種 目：当座 口座番号：００４０６４６  

口 座 名 義：特定非営利活動法人日本躰道協会 

＜郵便振替の場合＞ 

口 座 番 号：００１２０－０－４０６４６ 

口 座 名 義：特定非営利活動法人日本躰道協会 

※ 振込名記入に関する注意 

・大会出場費を振り込む場合・・・大学名の前に大会の「タ」を記入（名前変更が可能の場合） 

・弁当代を振り込む場合・・・・・大学名の前に弁当の「べ」を記入（名前変更が可能の場合） 

出場費区分 競 技 種 目 金 額 

基本出場費 全競技種目 ４，０００ 

種 

目 

費 

個人競技 個人実戦・個人法形 １，０００ 

団体競技（５人） 

団体法形 ５，０００ 

新人団体法形 ５，０００ 

団体実戦 ５，０００ 

団体競技（６人） 団体展開 ６，０００ 

出場費と弁当代は個別に振り込んでください！！ 

振込後は、実行委員会メール宛にその旨連絡をお願い致します！！ 
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（４）その他  

 

１．個人情報の取り扱い 

ＮＰＯ法人  日本躰道協会は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を順守し、以下の（１）

～（３）の目的においてのみ、今大会へ出場を申し込む選手の個人情報を取り扱います。なお、大会へ

の出場を申込まれた時点で、当該事項に了承いただいたものと致します。 

（１）取得した個人情報を資格審査、大会情報の編成及び作成、記録発表、公式ホームページその他大

会運営及び運営に必要な情報連絡等に利用します。また、主催・後援媒体等による報道目的の取

材や、協賛・協力・関係団体によるサービスの提供等に利用することがあります。 

（２）本大会の映像・写真・記事・個人記録等は、ＮＰＯ法人 日本躰道協会が承認した第三者が大会

運営及び宣伝等の目的で、大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ・ラジオ・新聞・雑

誌・インターネット等の媒体に掲載することがあります。 

（３）競技者は本大会に関する著作権、肖像権その他一切の知的財産権を、大会参加の時点でＮＰＯ法

人 日本躰道協会に無償にて譲渡するものとします。競技者はＮＰＯ法人 日本躰道協会または第

三者による知的財産権の利用につき、著作者人格権を行使しないものとします。 

従って、ＮＰＯ法人 日本躰道協会は競技者に事前に通知することなく、また、改めて承諾を得

ることなく、ＮＰＯ法人 日本躰道協会の判断により無償かつ自由に、ＮＰＯ法人 日本躰道協会

または第三者をして、本大会に関する著作物等を自由に配信、複製、加工、削除、編集、頒布、

二次著作物の作成その他の方法で利用することができるものとします。 

 

２．大会保険について 

今大会に出場する選手は、実行委員会で保険に加入します。大会中に怪我をされた選手は、実行委員

会までお申し出下さい。保険内容や手続きの詳細については、保険適用の申し出のあった方へ直接保険

会社よりご連絡を致しますので、ご対応下さい。 

実行委員会から治療費実費をお支払いする事や保険適用手続きの代行はできませんので、ご理解頂い

た上でお申し込みされますようお願い申し上げます。 

 

３．会場の設営 

平成３０年１０月５日（金）に東京武道館に集合し、大会進行役員の指示に従って競技コートの設営

を行いますのでご協力下さい。 

尚、設営の詳細な時間や人員要請、設営完了後の会場開放（練習可を予定）については、追って実行

委員会から各大学へ連絡を致します。 

 

４．宿泊の手配 

各大学で予約手配を行ってください。 

(例)綾瀬国際ホテル     TEL：03-5680-2200 

  ホテルパインヒル綾瀬  TEL：03-3690-4131 

なお、東京武道館へ宿泊場所紹介などの問い合わせをしないようにしてください。 
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